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水
は
命
・河
童
は
心

を

鶏

河
菫
石
像
除
幕
式

ａｔ

今
年
の
３
月
２
日
、
■
重

連
邦
共
和
国
斎
藤
大
統
領
及

び
古
日
副
大
統
領
が
、
各
々

台
湾
台
北
縣
周
錫
埠
縣
長

（知
事
）
、
李
鴻
源
副
縣
長

３
器
響
ご
宛
に
書
信
を
差
し

出
し
た
。
台
北
か
っ
ぱ
村
に

代
わ
っ
て
河
童
石
像
を
台
北

県
政
府
に
寄
贈
す
る
請
願
で

あ
っ
た
。
由
界
は
、
口
磐
琥

の
清
浄
を
象
徴
す
る
日
本
源
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台
北
淡
水
河
左
岸

ム晃

か
っ
ぱ
村

村
長
林

錦
松

流
の
河
童
石
像
を
、
台
北
淡

△
河
左
岸
泉
一薇
環
境
教
育
セ

ン
タ
ー
の
広
場
、
淡
水
河
に

面
し
た
風
景
明
媚
な
ス
ポ
ッ

ト
に
建
立
す
る
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
間
も
な
く
、
台
北
県

政
府
李
鴻
源
副
県
長

（副
知

事
）
か
ら
斉
藤
大
統
領
に
返

信
が
着
き
、
台
北
か
っ
ぱ
村

が
寄
贈
す
る
河
童
石
像
の
承

ｉ
●
こ
、
７
月
８
日
の
険
蓑
キ
【を

兼
ね
て
日
台
湿
地
水
環
境
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
開
催
し
た
い

と
い
ら
■
奎
一で
し
た
。
早
速
、

日
本
側
の
講
演
者
は
定
山
渓

か
っ
ぱ
村
上
野
村
長
を
推
薦

し
、
台
湾
側
は
李
鴻
源
教
授

（元
台
湾
大
學
教
授

河
川
環

境
改
良
専
攻
）
が
講
演
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
予
と
た
の

７
月
８
日
ρ
馨
ｉ
ハ
に
斎
藤

大
統
領
、
古
日
、
日
辺
人
老

及
び
、
そ
の
他
２３
名
の
日
本

各
地
の
河
童
村
代
表
が

一
日

前
に
台
北
に
到
着
し
た
。
翌

朝
の
人
時
、　
一台
の
大
型
バ

ス
が
華
回
大
鍛
店
の
前
で
現

地
の
来
賓
と
、
台
北
か
っ
ぱ

村
の
世
界
τ
乗
せ
て
淡
本
刹

左
岸
に
向
か
っ
た
。
九
時
頃

に
た
岸
に
到
着
、
環
境
教
育

セ
ン
タ
ー
職
員
の
温
か
い
歓

迎
を
受
け
、
皆
様
は
し
ば
ら

く
呆
然
と
周
邊
の
河
川
風
景

と
、
赤
い
幕
を
覆
う
た
河
童

石
像
を
見
た
。
異
国
台
湾
で

し
か
も
あ
ま
り
親
目
的
で
は

な
い
現
馬
英
九
政
府
の
下
で
、

未
だ
当
地
に
知
ら
れ
て
い
な

い
河
童
石
像
の
受
納
と
歓
迎

ぶ
り
は
信
じ
ら
れ
な
い
は
ど

盛
大
で
し
た
。
９
時
１５
分
小

学
生
の
歓
迎
打
鼓
が
始
γ
育
ス

９
時
３０
分
台
北
県
周
県
長

（知
事
）、
元
李
副
県
長
と
多

く
の
教
育
関
係
者
が
来
場
、

摯
墓
加
夕
，
■
の
基
質
の
削

に
周
知
事
の
除
幕
式
の
挨
拶

が
始
ま
っ
た

続
い
て
斎
藤

大
統
領

（当
地
で
會
長
と
呼

称
し
た
）、
古
田
副
△
‘
長
、
最

後
に
台
北
か
っ
ぱ
村
林
村
長

が
挨
拶
の
辞
を
述
べ
た
。
左

右
５
名
周
県
ｋ
、
副
塁
長
等

右
側
、
林
村
長
、
斉
藤
会
長
ヽ

古
田
大
老
等
左
側
に
立
ち
、

テ
ー
｝ノカ
ッ
ト
薇
Ｔ
人
の
い
響
Ｔ
τ

し
た

一
瞬
、
日
の
前
に
現
れ

た
す
ご
い
河
Ｉ
石
像
は
来
場

の
皆
様
を
驚
か
せ
た
．
河
童

像
高
さ
哺
行
、
実
顔
と
精
力

の
強
‘
来
ｒ
付
に
日
ｉＶ
ち
、
ム菫
座

高
さ
』
”
碑
文
正
面
に
一水

は
命
、
河
童
は
心
」
「水
有
生

，

型

署

上

肇
詣
殿

長

周
錫
埠

献
文
と
あ
り
、
型
向

に
は
申
日
英
文
の
河
童
渾
郭
■
＾

和
国
の
憲
章
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
信
じ
ら
れ
な
い
異
同
日

本
の
河
童
石
像
が
堂
々
と
、

し
か
も
政
府
の
公
共
用
地
、

風
景
明
媚
な
淡
さ
河
左
岸
に

出
現
出
来
た
の
は
、
私
も
最

初
は
想
像
で
さ
な
か
っ
た
。

除
幕
式
が
終
わ
ヨ
縁

ば
、

全
員
大
唐
温
泉
物
語
へ
移
動

し
、
１
時
間
半
に
わ
た
る

「日
台
捕
廿
型
全
辣
境
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
一
が
行
わ
れ
た
。
昼
食

は
縣
政
府
招
持
つ
晏
席
１０
卓

を
囲
む
、
中
華
料
理
の
ご
馳

た
で
し
た
．

る
よ
う
に
な
る
の
を
期
待
し
　
一
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故
郷
物
語

「か
っ
ぱ
と
力
士

一
夜
川
」
文
芸
社
　
文

¨
小
島
昭
生
　
絵

¨
守
山
快
之
　
税
込
価
格

一
五
七
五
円

河

里

己
′しヽ

『鼻
』
を
夏
Ｈ
漱
石
に
激

賞
さ
れ
、
華
々
し
く
文
壇
に

登
場
し
た
芥
川
菫
サ
‘
介
は
昭

和
２
（
１
９
２
７
■
年
７
月

２４
日
未
明
、
回
端
の
自
宅
に

お
い
て
服
毒
死
を
遂
げ
た
。

前
日
の
晩
は
両
国
の
川
開
き

で
花
火
が
揚
が
っ
た
．
芥
川

は

一西
方
の
人
」
を
脱
稿
し
、

同
居
の
伯
母
に
「み
ず
は
な

や
　
は
な
の
さ
き
だ
け
　
く

れ
の
こ
る
」
の
短
冊
を
友
人

で
■
壺̈
医
の
下
島
動
小に
帰
け

る
よ
う
頼
む
と
、
何
時
も
の

よ
う
に
睡
眠
薬
を
飲
ん
で
床

に
つ
い
た
．
未
明
か
ら
雨
が

降
り
出
し
、
妻
の
文
が
異
常

に
気
が
つ
い
た
の
は
午
前
６

墨
田
区
エユ
緑
図
童
曰館

松

島

　

茂

時
、
伯
母
が
急
い
で
近
く
に

住
む
下
量
医
師
を
呼
び
に
行

き
カ
ン
フ
ル
２
筒
打
っ
た
が

助
か
ら
な
か
っ
た
。

芥
川
龍
之
介
の
印
象
は
、

堕
年
の
や
せ
た
眼
ば
か
り
が

惇
々
と
し
て
晩
み
つ
け
る
よ

う
な
写
真
の
影
響
が
強
い
。

長
男
の
比
呂
志
は
そ
の
写
真

が
あ
る
が
為
に
書
斎
に
は
近

づ
き
難
か
っ
た
と
述
懐
し
て

い
る
ほ
ど
だ
　
し
か
し
、
生

き
て
い
た
と
き
の
父
芥
川
は

比
呂
志
に
と
っ
て

「微
実
の

人
」
で
あ
り
、
「
へ
ち
ま
」
と

呼
ん
で
い
た
人
で
あ
り
、
孫

悟
空
の
ま
ね
を
し
て
風
呂
に

飛
び
込
む
英
雄
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
芥
川
は
、
体
育
会

系
の
筋
内

力̈
■
で
は
な
か
っ

た
が
、
徒
歩
旅
行
を
し
、
１８

歳
の
時
に
は
槍
ヶ
岳
に
も

登
つ
て
い
る
．
な
か
で
も
得

意
な
の
は
水
泳
で
、
夏
に
は

毎
日
の
よ
う
に
、
本
所
小
泉

町
１５
番
の
家

（両
日
３
１
２２
‐

Ｈ
）
か
ら
す
ぐ
近
く
の
大
川
、

つ
ま
り
隅
田
川
の
水
練
場
に

通
っ
た
．
現
在
安
田
庭
園
の

あ
る
附
近
で
あ
る
。
隅
回
川

で
は
、
水
井
荷
風
も
谷
崎
潤

〓
朴
ヽ
丞
い
て
い
る
。
江
戸

の
名
物
の
ひ
と
つ
業
平
し
じ

み
が
鷲
れ
た
と
最
近
テ
レ
ビ

で
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、
隅

回
川
は
、
随
分
と
き
れ
い
に

な

っ
て
き
た
。
明
治
の
頃

は
、
自
魚
が
捕
れ
た
と
い
う

か
ら
、
芥
川
の
育

っ
た
頃
の

杢
所
両
国
は
、
更
に
水
の
豊

か
で
美
し
い
と
こ
ろ
だ
っ
た

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
芥
川
の

精
神
の
根
底
に
大
川
が
あ
っ

た
こ
と
は

一大
川
の
水
」
で

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

川
と
堀
に
日
ま
れ
た
杢
所

両
国
辺
り
は
河
童
や

「本
所

七
不
思
議
」
な
ど
妖
怪
の
伝

説
も
少
な
く
な
い
。
芥
川
は

幼
少
の
頃
か
ら
妖
任
の
話
を

聞
い
て
育
ち
、
一
つ
日
や
、

か
ら
傘
お
化
け
な
ど
を
し
ば

し
ば
画
帳
に
描
い
て
い
る
。

芥
川
が
河
童
の
絵
を
描
き
始

め
た
の
は
、
親
友
の
画
家
小

火
隆

一
に
よ
れ
ば
大
Ｉ
９
年

頃
と
い
う

始
め
河
〓
は
蒲

の
よ
う
な
長
い
草
を
釣
０
竿

の
よ
う
に
“
に
掛
け
た
も
の

が
多
く́
描
か
れ
る
が
、
死
が

近
′
゛
な
る
と
し
十
を
前
に
突

き
出
し
て
、
救
い
を
求
め
て

駆
け
出
す
よ
う
な
、
あ
る
い

は
逃
げ
出
す
よ
う
工‘
河
童
に

な
っ
た
。
最
後
の
小
説

『河

一塁

は
伝
説
で
は
な
く
、
自

殺
を
決
意
し
た
芥
川
の
精
神

い |

1ヘージ関連写真 「河童石像除幕式 al台北淡水河左岸Jに て
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的
鬱
慣
を
叶
露
し
た
寓
意
小

説
と
い
わ
れ
る
。
あ
る
精
神

病
の
患
者
の
話
と
し
て
語
ら

れ
る
の
で
あ
る
が
、
最
後
に

は

「出
て
行
け
―

こ
の
悪
党

め
が
―

こ貝
様
も
莫
迦
な
、

嫉
妬
深
い
、
猥
褻
な
、
図
々

し
い
、
つヽ
ぬ
惚
れ
き

っ
た
、

残
酷
な
虫
の
善
い
動
物
な
ん

だ
ろ
う
。
ＩＬ
て
行
け
‐
　
こ

の
悪
党
め
が
―
」
と
怒
鳴
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

芥
川
の
人
才
と
も
い
わ
れ

る
明
晰
な
頭
脳
と
真
面
Ｈ
に

生
き
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、

か
え
つ
て
、
自
身
を
も
世
間

を
も
馨
悪
す
る
に
い
た
っ
た

の
だ
ろ
う
か
，
大
正
１０
年
の

中
国
旅
行
の
際
は
、
文
学
の

Ｌ
で
憧
れ
て
い
た
国
の
現
実

を
見
る
と
同
時
に
体
調
を
崩

し
て
し
ま

っ
た
。
震
災
で
は

自
警
日
に
加
わ

っ
て
い
た

が
、
そ
こ
で
、
興
奮
し
て
人

が
人
を
殺
す
愚
か
さ
を
間
近

に
見
、
そ
の
後
も
世
間
苦
と

も
い
え
る
数
々
の
出
来
事
に

遭
遇
し
て
い
る
。
列
挙
す
れ

ば
、
親
友
小
穴
の
脱
疸
に
よ

る
右
足
切
断
、
甥
義
敏
の
家

出
、
養
父
の
弟
の
病
死
、
妻

の
弟
の
吐
血
入
院

仲
人
を

し
た
友
人
の
離
婚
話
、
友
人

清
水
の
死
と
遺
児
の
問
題
、

無
断
収
録
が
あ
っ
た
と
印
税

配
分
の
も
め
事
、
友
人
ド
島

医
師
の
娘
の
死
、
姉
の
夫
の

放
火
の
嫌
疑
と
鉄
道
自
殺
そ

し
て
多
額
の
借
金
．
精
神
を

病
ん
だ
文
学
仲
間
宇
野
浩
二

へ
の
配
慮
な
ど
で
あ
る
。
芥

川
は
原
稿
の
督
促
を
う
け
る

毎
日
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら

す
べ
て
に
基
面
日
に
取
り
組

み
世
話
を
し
た
，
代
々
幕
臣

で
あ
る
お
坊
■
衆
の
家
で

育
っ
た
芥
川
は
、
礼
儀
正
し

さ
や
、
気
配
り

心
く
ば
り

が
身
に
付
い
て
い
た
。
座
布

団
に
座
る
時
は
、
そ
こ
に
い

る
者
が
だ
れ
で
あ
ろ
う
と

断

っ
て
座
り
、
客
の
一
人
が

先
に
退
出
す
る
と
き
は
必
ず

玄
関
先
ま
で
見
送
っ
た
と
い

わ
れ
る
。
芥
川
の
身
体
は
、

医
者
か
ら
も
う
業
で
は
治
ら

な
い
と
匙
を
投
げ
ら
れ
る
ほ

ど
、
日
腸
は
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
っ

た
。
数
ヶ
月
前
に
妻
の
友
人

平
山
ま
す
子
と
自
殺
未
遂
を

起
こ
し
た
と
き
は
、
妻
文
か

ら
き
つ
く
叱
ら
れ
た
芥
川
で

あ
っ
た
が
、
死
の
床
の
芥
川

の
顔
を
み
た
妻
文
は

「お
父

さ
ん
、
よ
か
っ
た
で
す
ね
」

と
思
わ
ず
声
を
掛
け
た
と
い

つヽ
ほ
ど
で
あ
っ
た
の
だ
。

本
所
の
生
ま
れ
の
作
家

舟
橋
聖

一
は
、
当
時
は
ま
だ

常
大
生
で
あ

っ
た
が
、
芥
川

が
自
殺
し
た
の
を
聞
い
て
す

ぐ
に
思
い
浮
か
べ
た
と
い
う

言
葉
を
日
記
に
記
し
て
い

る
。
『ク
リ
ス
ト
は

「狐
に
火

あ
り
．^．
空
の
鳥
は
巣
あ
り
。

し
か
れ
ど
人
の
子
は
枕
す
る

所
な
し
」
と
い
っ
た
。』
『西

方
の
人
』
の
最
終
■
の

一
節

で
あ
る
．

芥
川
龍
之
介
の
命
日
７
月

２４
日
は

「河
童
忌
」
と
い
わ

れ
る
。
小
説

『河
童
』
と
自

画
像
の
よ
う
に
描
い
た
河
童

の
絵
に
ち
な
ん
だ
も
の
だ
。

別
に
芥
川
の
号
を
と

っ
て

「我
鬼
忌
」
と
も
い
つ
。
芥

川
の
通
っ
た
府

坐̈
三
中

（現

都
立
両
国
高
校
）
の
二
年
先

＋
の
久
保
口
万
太
郎
の
旬
に

「河
車
忌
や
河
童
の
か
づ
く

秋
の
単
」
が
あ
る
．
墓
地
は

染
井
霊
国
に
隣
接
す
る
慈
限

■
で
あ
る

■
一
島
区
巣
鴨

５
１
３
１
７
）
．
芥
川
の
座
布

日
を
模
っ
た
台
座
の
上
に
小

火
隆

一
の
筆
に
よ
る
芥
川
龍

之
介
の
墓
と
刻
ま
れ
た
墓
石

が
建
っ
て
い
る
．

◆

◆

◆

之
図
」
は
こ
れ
だ
け
で
あ
り
、

詐
芝
介
の

「
里
里
の
と

で
、

最
大
の
力
作
と
言
わ
れ
て
い

手

．
『橋
の
上
ゆ
（か
ら
）胡
瓜

（き
ゅ
う
り
）
な
く
れ
ば

（投
ぐ
れ
ば
）

水
ひ
ひ
き
菫
［き
）
す
な

わ
ち
見
ゆ
る

か
ふ
ろ
（禿

お
か
っ
ぱ
）

の
あ
た
ま
』

お
若
さ
ん
の
為
に

我
鬼

（が
き
。

龍
之
介
の
俳
号
）

酔
筆

芥
川
龍
之
介

（１
８
９
２

ヽ
１
９
２
７
）
は
、
大
正
８

年
５
月
６
日
か
ら
１０
日
ま
で

菊
地
寛
と
旅
行
し
、
長
崎
県

立
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
斎

藤
茂
一
り
τ
訪
ね
て
い
ま
す
。

大
正
■
年

（１
９
２
２
）

４
月
２５
日
か
ら
５
月
３０
日
ま

で
、
長
崎
に

一
ヶ
月
間
滞
在

し
ま
し
た
。
水
見
徳
太
郎

蒲
原
春
夫
　
渡
辺
庫
輔
ら
が

案
内
．
九
山
遊
邦
で
も
遊
び
、

東
検
番
の
名

“
´
一う
た
わ
れ

た
■
妓
照
菊

杉^
本
わ
か

後
年
料
亭

「菊
お

女
将
し

水
虎
晩
帰
之
図

（長
崎
市
立
博
物
館
蔵
）

■

．
〓
リ
ー

ス

　̈
＾
、ヽ

・●
ヽ
●
一
，

「戯
画
河
童
尻
子
工
百
図
譜
」
画
文

¨
吉
本
政
幸
　
税
込
価
格

五
〇
Ｏ
Ｏ
円
＋
送
料

五
Ｏ
Ｏ
円

ヽ
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第
２２
回
岩
手
サ
ミ
ッ
ト

・
見
聞
録

お
い
て
け
堀
カ
ッ
パ
村

村
長
辻
　
忠
城

こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
、
紺
神

鳴
ｒ
た
■
銀
■
年

一
行
す

つ
交
書
し
て
日
本
の
写
経
史

の
頂
点
と
言
わ
れ
て
い
る
．

次
に
あ
ま
り
に
も
有
名
な
全

色
堂

〔光
管
〓
も
言
は
れ
る
〕

Ш
年
建
立
、
中
尊
寺
創
建
当

初
の
唯

一
０
盛
愕
て
泡
「
に

し
て
荘
厳
、
行
時
の
資
の
か

ぎ
り
を
尽
く
し
た
、
繁
栄
を

偲
ぶ
に
充
分
な
国
主
、
中
央

の
仏
壇
の
中
に
は
初
代
清
衡

公
■
一代
基
衡
公

■
二
代
秀

衡
公

四
代
泰
衡
公
の
百
級

が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
か
の

芭
蕉
が
訪
れ

一五
月
雨
の
降

り
残
し
て
や
光
ｔ
」
と
感
銘

を
詩
に
残
し
て
い
る
。
そ
れ

か
ら
経
堂

旧
覆
堂

鐘

楼

創
建
当
時
の
物
か
は
、

は
っ
き
り
し
な
い
が
、
鐘
突

き
棒
の
当
た
る
と
こ
ろ
が
凹

ん
で
し
ま
い
、
今
は
使
え
な

い
。
本
堂

地
蔵
堂

東
物

見

月
見
坂
、
こ
の
坂
は
林

の
中
で
心
地
よ
く
、
心
に
浮

か
ぶ
ま
ま
に

一
句

『本
漏
れ

日
に
音
を
偲
ぶ
中
尊
寺
』
、

サ
ミ
ッ
ト
の
翌
１５
日
は
， 則

夜
の
余
韻
を
残
し
な
が
ら
、

９
時
フ
ロ
ン
ト
に
集
合
、
Ａ

遠
野
方
面
、
Ｂ
平
，泉
方
面
と

二
班
、
二
台
の
バ
ス
で
観
光

ツ
ア
ー
に
出
発
．
小
生
は
Ｂ

平
泉
に
参
加
２
名
と
少
人
数

だ
が
、
歴
史
の
街
に
美
人
ガ

イ
ド
の
案
内
で
出
発
。
４０
分

ぐ
ら
い
で
平
果
の
街
、
そ
し

て
中
尊
寺
に
着
く
。
小
生
に

と
っ
て
は
大
音
に

一
度
来
た

が
、
ほ
と
ん
ど
忘
れ
て
居
る

の
で
初
め
て
と
同
じ
、
中
尊

寺
の
ガ
イ
ド
に
て
、
先
ず
は

讃
衡
蔵
■
日
声
ガ
イ
ド
帥
円

も
借
り
、
歴
史
の
平
泉
に
入

り
込
ん
だ
。

讃
衡
蔵
は
、
藤
原
二
代
約

ｍ
年
間
の
遣
宝

国
宝
等
剛

点
、
三
代
の
副
零
ｍ
、
金
色
堂

の
仏
共
、
中
尊
寺
経

〔国
宝
〕

境
内
を
出
て
、
日
道
四
号
線

の
所
に
、
弁
慶
の
墓
、
悲
劇
の

■
従
義
経
公
と
の
忠
廿
夕
を
守

り
、
後
世
に
色
々
物
語
を
残

し
た
伝
説
上
の
人
物
。
そ
こ

で
浮
か
ぶ
が
ま
ま
に
、
「忠
君

の

言
葉
は
死
語
の

弁
慶
墓

人
，
は
一
日
の

ｒ物
語
か
，、と
。

次
は
高
舘
義
経
堂

（タ
カ

ダ
チ
ギ
ケ
イ
ド
ウ
）
義
経
終

焉
の
地
と
言
わ
れ
、
普
段
観

光
ツ
ア
ー
で
は
行
か
な
い
場

所
だ
が
、
一日
台
に
あ

っ
て
、

国
年
建
立
さ
れ
中
に
義
経
公

の
木
造
が
安
置
さ
れ
て
い

る
。
又
北
Ｌ
川

束
稲
山
が

展
望
で
き
る
景
勝
の
地
で
も

あ
る
．
芭
在
一が
由
甲
艮
と
こ
の

地
を
訪
れ
、
眼
下
に
広
が
る

風
に
揺
れ
る
夏
菫
と
藤
原
氏

の
栄
華
、
そ
し
て
義
経
公
の

悲
劇
を
想
い
コ
員
草
や
兵
共

が

夢
の
跡
』
と
名
句
を
詠

ん
だ
、
自
筆
の
句
碑
も
あ
る
。

毛
越
寺

↑
０
つ
？
つ
じ
）
天

台
宗

別
格
本
山
、
二
代
表

衡
公
に
よ
り
造
営
、
全
盛
期

は
堂
塔
、
禅
房
如
ぐ
ら
い
在

っ
た
、
現
在
は
消
失
し
て
、

そ
の
礎
石
し
か
な
い
が
、
想

像
で
き
る
．
又
平
安
時
代
の

庭
園
遺
跡
が
、
ほ
ぼ

天́
上
に

残
っ
て
い
る
。
全
体
が
広
い
、

と
一言
つ
よ
り
広
大
で
驚
く
池

に
は
竜
頭
“
首
の
船
を
浮
か

ヽ
歌
舞
音
山
を
奏
で
、
蛇
行

し
た
遣
水
を
利
用
し
て
の
出

水
の
宴
―
平
安
絵
巻
の
優
雅

さ
と
ロ
マ
ン
に
引
き
ず
り
込

ま
れ
、
藤
原
氏
三
代
の
栄
華

の
市
ｒ

の̈
極
め
を
感
じ
る
。

最
後
は
歴
史
的
な
造
形
物

で
な
く
、
自
然
造
形
物
の

『厳
美
一座
．
一
間
市
を
流
れ

る
磐
井
川
で
砂
岩
で
出
来

た
？

巨
岩
を
侵
食
し
奇
岩

奇
石
や
滝
■
を
創
り
上
げ
た

渓
谷
美
な
と
こ
ろ
。
こ
の
地

は
モ
チ
文
化
が
栄
え
た
と
か

で
、
モ
チ
の
種
類
が
タ
レ
等

が
色
々
あ
る
そ
う
で
す
。
中

で
も
渓
谷
の
対
岸
か
ら
ケ
ー

ブ
ル
を
張

っ
て
、
そ
れ
に
昔

の
洗
濯
桶
を
ぶ
ら
下
げ
国
子

の
注
文
を
取
り
に
く
る
、
勿

論
、
人
は
未

っ
て
い
な
い
、

小
ざ
る
の
中
に
料
金
を
人

れ
、
拍
子
木
を
叩
く
と
、
引

き
上
げ
、
団
子
と
人
数
に
応

じ
た
お
茶
を
入
れ
て
戻
し
て

く
れ
る
、
Ｉ
大
至
面
は
な
い
、

動
力
も
な
く
、
約
１５
ｍ
を
人

の
力
だ
け
て
商
談
は
成
立

だ
、
こ
れ
は
楽
し
い
、
食
べ

た
く
な
る
、
美
味
し

い
、

『カ
ッ
コ
ウ
〓
口
子
』
と
一一［
２
．

渓
谷
美
も
、
花
よ
り
回
子
で

は
な
い
が
、
団
子
に
負
け
て

い
ス
Ｘ
″
も
―

黙̈
２
留
め
の
な
い
長
い
話

に
な
り
ま
し
た
が
、
し
か
し
、

サ
ミ
ッ
ト
も
良
き
交
流
が
出

来
た
し
、
遠
野
コ
ー
ス
も
皆

さ
ん
満
足
の
様
た
し
、
し
か

し
平
泉
も
素
晴
ら
し
か

つ

た
、
感
激
し
た
、
か
の
地
に
、

‐２
世
紀
に

一
人
絵
巻
を
開
い

た
、
藤
原
氏
三
代

清
衡

基
衡
■
傘
衡
公
そ
し
て
中
尊

寺
開
祖
　
慈
覚
大
師
に
深
く

感
謝
し
た
い
。

そ
の
後

一
関
よ
り
新
幹
線

の
中
で
Ａ
コ
ー
ス
組
と
合

流
、
車
中
で
の
宴
席
、
最
終

地
東
京
着
く
。
ふ
と
感
じ
た

こ
と
、
遠
野
に
は
昔
か
ら
河

童
は
居
た
と
思
う
、
し
か
し

平
果
に
は
河
童
は
居
た
の
だ

ろ
う
か
？

藤
原
二
代
と
は

ど
ん
な
係
わ
り
を
し
た
の

か
？
毛
越
寺
の
池
で
、
厳
美

渓
の
奇
石
に
座

っ
て
楽
し
ん

で
い
た
か
、
い
た
ず
ら
を
し

て
い
た
の
か
知
り
た
い
も
ん

だ
、
次
回

ズ

』
の
河
童
問

答
で
き
き
た
い
。

河
童
連
邦
共
和
国
推
薦
図
書
　
一増
補

河
童
を
見
た
人
々
」
高
橋
貞
子
著

岩
田
書
院
　
税
込
価
格

一
二

〇
〇
円
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ン
リ
I

「稀
勢
の
里
関
と

牛
久
か
っ
ぱ
祭
り
」

港
横
濱
カ
ッ
パ
シ
テ
ィ

守
屋
　
春
男

牛
久
と
言
え
ば
、
河
童
百

図
の
画
家

小
川
芋
銭
で
す

が
、
関
脇

稀
勢
の
里
関
が

牛
久
の
出
身
者
で
あ
る
こ
と

を
ご
存
知
で
す
か
。

ル菫
山
嬌
場
所
で
は
横
綱

朝
青
龍
関
を
破
る
な
ど
大
活

躍
で
あ
っ
た
。
関
取
は
河
竜

絵
入
り
の
化
粧
ま
わ
し
で
幕

内
十
俵
入
り
し
た
が
、
次
の

秋
場
所
も
、
そ
し
て

一
～
二

一牛
先
に

「河
童
絵
化
粧
ま
わ

し
で
横
綱
上
俵
入
り
」
‥
‥

な
ん
で
夢
を
。

河
童
ば
や
し
に
合
わ
せ
、
５０

余
団
体
ヱ
す
人
以
上
が
踊
り

始
め
る
。
そ
の
光
景
は
圧
巻
。

河
童
の
主，
ヽ
る
み
で
踊
る
グ

ル
ー
プ
も
あ
り
、
見
て
も
楽

し
い
が
、
一
緒
に
踊
れ
ば
貨

に
楽
し
い
こ
と
間
違
い
な
い

で
あ
る
■

¨
■
―
ヨ
ー
ク
河
童
村
村
長

ア
ダ
ム
　
ウ
エ
ス
ト
ン

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
１

私
は
現
在
、
四
国
の
高
松

市

に
住
ん
で
い
て
、
Ｎ
Ｙ

ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ
を
運
営
し

な
が
ら
河
童
の
創
作
や
ア
ー

ｔ
市
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
育

っ
た
の
は
マ
ン

ハ
ツ
タ
ン
で
す
が
、
日
本
に

住
む
よ
う
に
な
っ
て
は
や
５

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

日
本
に
住
む
き

っ
か
け
を

く
れ
た
の
が
私
の
大
好
き
な

「河
童
」
で
し
た
。
陶
芸
や
ペ

ン
画
ｒ
■
笠
や
ア
ク
リ
ル
絵

の
具
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
素

材
を
使

っ
て
河
童
を
作
り
、

「
一
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
河
童
展
」

と
い
う
個
展
を
香
川
県
立

高
松
市
美
術
館
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
て
開
催
す
る
事
と

な
り
、
初
来
日
を
果
た
し
て

以
来
、
す
っ
か
り
日
本
に
魅

了
さ
れ
、
そ
し
て
ま
す
ま
す

河
童
が
好
き
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
も
浅
草
か
っ
ぱ

村
の
森
本
さ
ん
の
紹
介
に

よ
り
、
テ
プ

コ
浅
草
館
で

「
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
の
河
童
展
」

を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
、
た
く
さ
ん
の

か
っ
ば
村
の
皆
さ
ん
と
交
流

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ

と
を
、
と
つ
て
も
嬉
し
く
思

い
感
謝
し
て
い
ま
す
．

私
が
日
本
で
河
童
を
創

っ

て
い
る
と
、
「英
語
で
河
童

は
何
と
い
い
ま
す
か
？
」
と

か

「ど
う
し
て
河
童
を
知
っ

て
い
る
の
？
」
と
よ
く
質
問

さ
れ
ま
す
。

私
と
河
童
そ
の
出
会
い
は
、

父
親
が
日
本
か
ら
買
つ
て
き

た
本
彫
り
の
河
童
の
お
面
か

ら
で
す
　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で

あ
る
父
は
、
私
が
生
ま
れ
る

一削
、
朝
鮮
戦
■
の
時
代
に
軍

事
新
聞
に
携
わ
る
ｔ
争
を
し

て
お
り
、
１
年
間
日
本
の
銀

座
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
父
が
、
あ
る
日
本
人
か

ら
、
日
本
に
古
く
か
ら
伝
わ

る
河
童
の
話
を
教
え
て
も
ら

い
、
河
童
に
興
味
を
持
ち
、

私
が
生
ま
れ
て
か
ら
も
頻
繁

に
河
童
の
話
を
聞
か
せ
て
く

れ
た
こ
と
が
、
今
の
私
の
河

童
へ
の
想
い
の
原
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
は
亡
き
父
で

す
が
、
今
こ
つ
や
つ
て
私
が

日
本
で
楽
し
く
生
活
で
き
て

い
る
の
も
、
父
が
教
え
て
く

れ
た
河
童
が
導
い
て
く
れ
た

事
で
す
し
、
日
本
の
皆
様
と

の
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
出
逢

い
を
結
び
付
け
て
く
れ
て
い

る
の
も
河
童
で
す
。
日
本
に

来
て
間
も
な
い
頃
、
言
葉
や

文
化
の
違
い
に
悩
む
事
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に

私
を
助
け
て
く
れ
た
の
も
河

童
の
存
在
で
し
た
。
河
童
を

描
く
と
、
日
本
の
皆
さ
ん
は

実
顔
を
く
れ
た
り
、
河
童
の

お
陰
で
言
葉
の
壁
を
越
え
て

心
の
マ
ー

ニ
ケ
ー

ン
ョ
ン

が
出
来
ま
す
。
最
近
で
は
、

私
の
創
る
河
童
が
幸
せ
を
運

ん
で
く
れ
る
と
言
つ
て
く
だ

さ
り
、
結
婚
式
で
飾

っ
て
く

れ
た
り
、
陶
芸
か

っ
ぱ
を
玄

関
や
お
店
に
飾

っ
て
く
れ
た

り
し
て
い
ま
す
ｏ
河
童
を
通

し
て
み
な
さ
ん
に
幸
せ
の
和

が
ど
ん
ど
ん
広
が

っ
て
い
く

事
を
と

っ
て
も
嬉
し
く
思

っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
幸

せ
河
童
を
た
く
さ
ん
創
り
、

日
本
を
は
じ
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
み
ん
な
に
も
河
童
の

紹
介
を
し
て
い
き
た

い
で

す
―

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
も
見

て
′
ヽ
た
さ
い
ね
．

■
‘
〓

っ
く
家
”
Ｏ
υ
”
ｏ
ｏ
日

又
、
７
月
２５
日
　
２６
日
に

は

「か

っ
ぱ
祭
り
」
が
開
催

さ
れ
た
。
夕
方
に
な
る
と
、

斎
藤
　
自
日
男

墓

，
ｔ
な
の
回
呈
口
の
教
師
”

が
国
学
院
で
析
口
信
夫
先
生

に
習
っ
た
と
の
事
で
、
折
ロ

信
美
先
生
の
話
を
良
く
聞
い

か ズ

つ

:∫

と

私

(66)

銀
座
か
っ
ぱ
村

「戯
画
河
童
尻
子
玉
百
図
譜
」
画
文

¨
吉
本
政
幸
　
税
込
価
格

五
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
＋
送
料

五
〇
〇
円



小
川

一テ
銭

一河
童
百
図
展
図
録
一
茨
城
県
立
歴
史
館
　
税
込
価
格

二
五
〇
〇
円
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て
い
た
。
そ
の
折
口
信
夫
先

生
が
河
童
の
事
を
書
い
て
い

る
の
で
、
ユ則
々
か
ら
読
み
た

い
と
思
っ
て
お
り
、
図
書
館

全
行
き
、
全
集
で
も
見
な
く

て
は
駄
日
か
と
思

っ
て
い

た
。
し
か
し
、
意
外
に
簡
単

に
手
に
入
っ
た
。
中
央
公
論

新
社
よ
り
、
中
公
ク
ラ
シ
ッ

ク
ス
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
が
出

て
お
り
、
そ
の
な
か
に
折
口

信
夫
古
代
研
究
Ⅱ
Ｉ
祝
詞
の

発
生
と
い
う
の
が
あ
り
、
そ

の
な
か
に

「河
童
の
話
」
と

言
う
の
が
出
て
い
る
。
昭
和

四
年
九
月

「中
央
公
論
」
第

四
四
巻
第
九
け
に
掲
載
さ
れ

た
も
の
だ
そ
つ
で
あ
る
。
大

変
一理
日
い
の
で
、
二
古
ほ̈
ど

紹
介
し
た
い
。

ｉ
基
年
一

ｏ

一
ｏ
年
）
の

サ
ミ
ッ
ト
の
候
補
と
し
て
、

御
柱
に
か
ら
め
て
信
州
諏
訪

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
諏
一訪

は
河
童
に
関
係
が
あ
る
だ
ろ

う
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

次
の
よ
う
ｏな
下
り
が
あ
っ
た
．

甲
訳
訪
の
湖

琵
琶
湖

霧

島
山
の
人
汝
の
池
な
ど
、

懸
け
離
れ
た
遠
方
の
丼
や

い
う
。
一不
思
議
な
の
は
ま

た
竜
官
へ
通
う
て
い
る

と
言
う
、
井
戸

清
水
の

多

い
こ
と
で
あ
る
。
だ

が
、一●
τ［
に
通
ず
る
水
が
、

な
ぜ
塩
水
で
な
い
の
か
、

説
い
た
も
の
は
な
い
。

「こ
の
話
に
は
、
河
童
と
は

言
う
て
い
ぬ
。
が
、
井

泉
か
ら
、
海
に
行
き
来

し
た
も

の
の
あ
る
こ
と

は
知
れ
る
。
電
■
ズ
２

ん
で
も
な
い
山
野

都
邑

の
清
水
や
■
戸
か
ら
、
顔

や
姿
を
表
し
た
話
は
、
ど

な
た
も
、
一
つ
や
二
つ
聞

い
た
気
が
せ
ら
れ
る
は

ず
だ
と
信
ｒ
レる
。」

と
あ
る
。
な
る
程
、
河
童
が

海

へ
通
し
て
い
る
こ
と
が
、

判
っ
た
。
す
る
と
、
河
童
は

い
る
か
に
乗
っ
て
南
の
海
か

ら
来
た
と
す
る
ロ
マ
ン
溢
れ

る
牛
田
川
説

（勝
手
に
命
名

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

な
ど
一む
べ
な
る
か
な
で
あ
る
。

一
も
う

一
つ
だ
け
紹
介
し

ま
し

ょ

２ヽ

「だ
い
●
な
ぜ
後
世
渡
来

の
一出
入
を
ば
、
水

の
精

霊
の
好
む
も
の
と
考
え

た
の
だ
う
２
」

祇
国
祭
り
に
絡
め
た
、
い

さ
さ
か
難
し
い
折
日
信
夫
説

が
、
こ
の
本
に
出
て
来
ま
す
一

会
場
は
，
万
人
と
も
●
わ
　
一

Ｆ‐』降臥」陥旺ｋ
咤

村
だ
よ
り
　
国
だ
よ
り

凄

い
の

〓
百

「
カ
ッ
パ
造
形
大
賞
」

イ
ン
幕
張
メ
ッ
セ

千
葉
河
童
村
村
長

岩

水ヽ
　
鈴
代

７
■
２６
ロ
ネ
張
メ
ッ
セ
に

て
「
ワ
ン
ダ
ー
フ
エ
ス
テ
イ

バ
ル
２
０
０
９
」
が
開
催
さ

れ
た
。
そ
の
　
画
に
特
別
河

菫
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た
。

今
や
世
界
の
フ
ィ
ギ

ュ
ア

メ
ー
カ
ー
と
し
て
活
躍
す

る

「海
洋
堂
」．
そ
の
製
′
者

で
あ
る
宮
脇
修
社
長
が

「最

後
９
Ｅ
孔
を
カ
ッ
パ
の
フ
ィ

ギ
ュ
ア
で
埋
め
尽
く
せ
‐
一

を
う
た
い
文
句
に
、
約

一
年

前
よ
り

「
四
万
十
川
カ
ッ
パ

造
形
大
賞
」
を
全
国
へ
向
け

て
募
集
し
た
．

し
か
し

，ヽ

ヽ
で
嬉
し
い

三
い算
―

思
っ
て
い
た
以
上
の

反
響
で
、
企
同
よ
り
３８７
体
の

河
童
造
形
物
が
，
せ
ら
れ
た
。

「日
本
列
島
〓
型
一
発
見
伝
」

を
書
い
た
ご
縁
で
、
審
査
委

員
を
仰
せ
つ
か
っ
た
が
、
寄

せ
ら
れ
た
，――
章
造
形
は
ど
れ

■
ν
「
グ
作
」
刑
い
。

牧
野
＋
　
審
査
公
員
長
を

始
め
、
ち
ば
て
つ
や
氏
な
ど

６
人
の
審
企
委
員
た
ち
の
頭

を
悩
ま
せ
た
。
そ
の
中
で
も
、

最
高
の
質
を
と
つ
た
河
童
は

Ｆ
巻
で
、
み
ん
な
を

で
つ
ヽ

ん
―
」
と
唸
ら
せ
た
作
品

だ

つ
た
。

れ
る
ワ
ン
ダ
ー
フ
エ
ス
テ
イ

バ
ル
フ
ア
ン

（オ
タ
ク
）
で

埋
め
尺
く
さ
れ
た
が
、
河
童

オ
タ
ク
も
多
く
来
場
し
て
河

童
ブ
ー
ス
は
盛
り
Ｌ
が

っ

た
。
人
彰
式
に
は
、
そ
の
他

人
選
を
果
た
し
た
２３
作
品
の

作
者
の
ほ
と
ん
ど
が
来
場

し
、
受
賞
の
栄
誉
を
勝
ち
取

つ
た
。
今
回
出
展
さ
れ
た
河

童
造
形
物
は
、
今
後
四
万
十

町
に
建
築
さ
れ
る
「海
洋
十

ホ
ビ
ー
館
」
に
小
久
展
示
さ

れ
る
．
官
脇
社
長
の
発
案
で
、
河

童
を
キ
ャ
ラ
タ
タ
ー
に
四
万

十
川
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と

す
る
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
始
ま
り
で
す

今
後
の
明
る
い
展
開
が
楽

し
み
‐　
河
童
も
き

っ
と
日

が
離
せ
な
い
で
し
ょ
つ
。

０^
ふ
る
さ
と
蒲
安
か
っ
ぱ
村
か
ら

定
例
行
事
と
な
つ
た
境
川

の
環
境
保
全
活
動
が
次
の
通

り
行
わ
れ
ま
す
。

平
成
２‐
年
９
■
１２
日
（上
）

境
川
の
“
化
活
動

午
後
１
時
～

平
成
２‐
年
９
月
Ｂ
Ｈ
（日
）

左 岩永氏
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■
川
か
っ
ば
の
川
泄
り

午
前
，
時
“
分
ヽ

江
■
の
十
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
ま
す
．

お
――――
い
０
わ
せ
は
、
か
る
さ

と
ｍ
安
か
っ
ぱ
村
　
■
務
”

‐ｌ‐

、
０

１

７

３

５

０

１

１

０

０

０
在
柄
天
神
社
の
河
童
絵
筆
塚

奴
本
り
平
成
２‐
■
１０
月
Ｈ
ＩＩ

―^―
）

午
後
１２
叶
３０
分
、

直
接
現
地
に
ご
集
合
く
だ
さ

い
。
初
穂
料
は
久
Ｉ
Ｈ
２
千
円
で

す
。
な
お

直
会

懇^
肌
会
）
は

人
満
●
で
行
い
ま
す
．
別
途
会

費
は
２
千
円
で
す
．
準
備
の
都

合
上
、
お
申
恣
み
は
９
月
２４
日

ま
で
に
必
ず
大
統
領
府
　
事
務

局
へ
。

Ｔ

Ｅ

Ｌ

　

Ｆ

Ａ

Ｘ

¨

０
静
岡
か
っ
ぱ
村
村
長
　
龍

ち
ゃ
ん
の
カ
ッ
パ
館
館
長

北
野

龍
雄
さ
ん
河
董
界
の
偉
業

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
の
認
定
を

記
念
し
て
　
祝
資
パ
ー
テ
ィ
が

平
成
２‐
年
■
月
８
日

日^
）
焼

津
市
の
「龍
ち
ゃ
ん
の
カ
ッ
パ

館
」
と
市
内
の
パ
ー
テ
ィ
会
場

で
行
わ
れ
ま
す
。

お
問

い
０
わ
せ
は
直
接
、

龍
ち
ゃ
ん
の
カ
ッ
パ
館
ま
で

冊
一
〇
５
４

６
２
９

７
１
７
１

◆
河
童
連
邦
共
和
国
主
催

第
５
回
浮
か
れ
河
童
歌
謡
大
会

参
加
者
大
募
集
―

☆
日
時

一

平
成
冽
年
■
月
１４
［

」^
）

午
前
１１
時
∞
分
ヽ
１５
時

☆
会
場

¨

板
橋
区
高
星
■
１
”
３

ト
ミ
コ
シ
会
館

２
階

中
■
料
理
工
華

＝
、̈
０
３

３
９
３
４

４
１
５
４

都
省
二
旧
線
西
台
駅
徒
歩
―
分

☆
会
費

一
出
場
十
　
６
■
ロ

応
援
日
　
５
千
円

（食
事

飲
物
■
品
代
込
み
）

☆
参
加
希
望
者
は
、
所
属
村

氏
名

山
名
又
は
応
援
を
明

記
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申
し

込
み
ま
す
．
各
村
４
名
ｌ
組
、

●
■
●
３
名
の
人
［一川
占
で̈
工既
い

ま
す
。

☆
中
込
先

一

河
せ
連
邦
共
和
国
　
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｆ
Ａ
Ｘ

大

●̈
¨

０
３
　
３
８
２
８
　
６
０
５
４

☆
締
切

一
Ю
月
３０
日

全^
）

☆
実
行
委
員

¨

一ふ
茉
か
っ
ぱ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

☆
幹
事

一
笹
原
泰
弘

Ｖ^
■
Ｌ
凛
曇
泉
か
っ
ば
村
か
ら

平
成
２‐
年
８
月
９
日

口^
）

第
５
回

定
山
浜
墟
ス

か
っ
ば

ウ
オ
ー
ク
が
門
霊
，
ご
れ
ま
し
た
。

今
年
も
大
統
領
府
か
ら
口
辺

宏
守
事
務
局
長
他
が
２０
キ
ロ

ウ
オ
ー
ク
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

自
然
と
仲
間
と
の
触
れ
今

い
を
テ
ー
マ
に
総
勢
知
名
が

晴
天
の
も
と
■
を
流
し
、
河

童
大
工
の
待

つ
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
ま
す
．
完
歩
後
は
定
山

渓
温
来
の
湯
に
浸
り
く

つ
ろ

ぎ
ま
し
た
。

●
羽
日
か
っ
ぱ
村
が
誕
生
し
ま

し
た
。
お
め
て
と
う
´
〓
いヽ
ま
■

開
村
式
は
平
成
２‐
年
Ю
月

１０
日
（土
）
午
後
６
時
，
９
時

＾
ム
一物
¨
洸
老
勝

え^
び
か
つ
）
２
階

皿

０
３

３
７
３
５

２
７
５
５

（Ｊ
Ｒ
お
田
駅
西
口
従
歩
１
分

く
い
だ
お
れ
横
■
　
軒
目
）

中
込

一

官
原
工
樹
村
長

（み
や
は
ら

内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
）

皿

０
３

６
４
２
４

９
８
３
８

Ⅲ

０
３

６
４
２
４

９
８
３
９

●
銀
座
か
っ
ぱ
村
か
ら
０

「勝
沼
ぶ
ど
う
狩
り
と
ワ
イ
ナ

リ
ー
め
ぐ
り
」
の
お
知
ら
せ

鵜
飼
　
俊
忠

平
成
２‐
年
Ю
月
４
口
（日
）

ワ
イ
ン
を
飲
み
な
か
ら
、
収

穫
祭
に
沸
き
，
つ
、
勝
沼
ぶ
と

う
■
り
に
行
き
ま
せ
ん
か
，

い
ろ
い
ろ
の
コ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
が
、
今
回
は
勝
沼
町
支
援

の
　
往
復
特
急
延
賃
で
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
、
■
天
瓜
呂
■
き
で

５
７
０
０
円
の
ク
ー
ボ
ン
を
使

用
し
ま
す
。

詳
細
は
銀
座
か
っ
ば
村

村
長
　
鵜
飼
後
■

Ｆ

Ａ

Ｘ

携
帯

熱
削
「
副
引
引
川
崎
　
劃

場
所

一
銀
座
か
っ
ば
村
迎
賓
館

群
馬
県
安
中
市

交
通

一

■
東
京
駅
　
午
前
９
時
２０
分

―

午
前
１０
時
１０
分

■
吊
崎
駅

（ぁ
さ
ま
５‐‐
号
）
寒́
懇
え

■
一同
崎
駅

午
前
１０
時
２６
分

―
」サ
剛
１０
時
５０
分

Ｒ
松
井
団

駅

（信
越
線
）

会
費

¨
１
０
０
０
ｏ
円

申
込

一
銀
座
か
っ
ぱ
村
斎
藤
昌
男
宛

Ⅲ
、
０
３

３
５
７
５

４
５
３
０

（郵
送
ご
Ｔ
ｌ
０
４

０
０
３
１

中
央
区
塁
”
６
　
１２
　
２

銀
座
ビ
ル
３
０
２

ム
ー
・
ス
ー
パ
ー
ミ
ス
テ
リ
ー
・
ブ
ッ
ク
ス

一失
わ
れ
た
異
性
人

「河
童
」
の
謎
一
飛
鳥
昭
雄

・
二
神
た
け
る
共
著
　
税
込
価
格

一
０
二
九
円
　
新
書
判

河童絵はがきコンクール作品 三瀬 勝利
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河
童
連
邦
共
和
国
の
名
刺
（水
色
で
河
童
マ
ー
ク
入
り
）
の
注
文
承
り
ま
す
―

百
枚
入
り
で
二
〇
〇
〇
円
（送
料
込
）。
原
稿
を
添
え
て
大
統
領
府
事
務
局
ま
で
‐

一驀卸螂輝一拳苺］拳̈
黎一
一

河菫世界写真コンクール作品

…

i t｀

年
々
中
味充
実
し

ニ
コ
や
か
な

美
人
河
童
絵
小
島
功

（
つ
づ
く
）

,`
か
つ

|ゞ

河菫織はがきコンクール作品

宮本 廣文

大統領府事務局からの

お知らせ !

港
横
濱
カ
ッ
パ
シ
テ
ィ

高
橋
　
秀
直

作

板
久
河
童
の

意
志
を
残
そ
う

い
つ
ま
で
も

論
よ
り
も

事
実
を
重
く
み
る
河
童

か
っ
ぱ
川
柳
の
投
稿

お
待
ち
し
て
い
ま
す

の
ほ

ほ

ん
打
童

い

る

は
川

柳

４醐ずぼ
Щ
輌
哺‐‐ｉ刀

コ

ー

サ

ー

●
孫
河
童タ
ラ
イ
の
中
で
初
泳
ぎ

ス
プ
リ
ン
グ
　
マ
ン

河
童
連
邦
共
和
国
推
薦
図
書
　
和
国
寛
編
著

『河
童
伝
承
大
事
典
一
岩
日
書
院
　
税
込
価
格

九
九
七
五
円

「
―
―
―

01を成21年度のlf税 (会費)

納入方 よろしくおllJい
中し上げます.

新たに河童連邦共和国の

国民になられた方々

勝俣

勝俣

鋭谷

張元 青L秀

(埼玉  L尾 )

百合子

(埼玉  1尾 )

(鳥根 ||ノ 島)

イrll

(千葉 柏 )

盛雄

(千葉 松戸 )

都技子
(千葉 浦安 )

文江

(千葉 浦安 )

美智子

(神奈川 南足柄 )

1 忠彦
(東京 西東京 )

(神奈川 和模原 )

佐藤

面●

河童に関すること
日本―の河童集団

河童連邦共和国

河菫世界写姜コンクール作品

毎

Ｔ

「
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、
全
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界
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ら
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Ｘ
で
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投
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お
願
い
し
ま
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（編
）

次のカッパ新聞は11月 11日 です。

TEL/FAX:03‐3828‐3054

民大募


